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令和４年度 墨田区立曳舟幼稚園 経営報告書 

令和４年３月８日 

幼 稚 園 目 標 ・健康で明るい子供 ・思いやりのあるやさしい子供 ・進んで取り組みやりとげる子供 

目指す幼稚園像 
・地域に愛され、地域と共に歩み、広く保護者・地域と連携した幼稚園 

目 指 す 園 児 像 ・げんきな子   ・やさしい子   ・すすんで取り組む子 

目 指 す 教 師 像 ・聞いてあげる教師 ・体験させる教師 ・思いを受けとめる教師 

１ 自己評価結果と学校関係者評価の状況 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

自己
評価 

改善策 自己評価について 

保

育

活

動

等 

園は、幼児の主体的な活動を促

す教育の実施に務めているか。 
Ａ 

・栽培や飼育、動物との触れ合い行事、自然事象を取り入れた

関わりを通して、幼児が命や環境について自ら考える機会を

設定した。 

・毎週学年会を管理職とともに実施し、幼児の主体性をさらに

促す教育内容の見直しを図り、改善につなげてきた。 

Ａ 

 園は、特別な支援を必要とする

幼児に対して、組織的に適切な支

援を行っているか。 

Ｂ 
・特別支援学校コーディネーターや療育施設職員による巡回

相談、個別指導計画等の活用を実施した。担任・介助員、保

護者との密なる情報共有を図っていきたい。 

Ｂ 

園は、幼児の将来の自立に向け

た保育活動・相談活動に取り組ん

でいるか。 
Ａ 

・年長組ひと学年の実態を生かし、小学校施設活用や行事への

参加を通して、間接的な交流などを行い、幼児が小学校への

期待を膨らませられるようにした。 

・保護者との面談の中で、保育方針の共通認識を図る。 

Ａ 

 園は、教員の指導力を高めるた

めに組織的に取り組んでいるか。 
Ｂ 

・少人数保育の充実に向けて、月１回園内研究会や研究保育を

行った。講師からの評価・助言を基に、指導方法の反省や改

善に取り組んだ。 

・正規職員の減少により生じる面を他園との連携や合同研修

の機会を活用し、切磋琢磨し教員の質の向上につなげる。 

Ｂ 

 外部講師・園外保育（体力向上、

英語に親しむ教室、図書館・生涯

学習センターなど地域施設活用、

遠足、買い物、給食体験など） 

 

Ａ 

・校庭、園庭活用を毎日行うとともに、定期的に外部講師によ

る運動教室やサッカー教室、チア体験などを行い、基礎体力

の向上や体幹を鍛える運動に取り組んだ。保護者参加の機会

も計画し親子での運動遊びも学び、家庭への啓発に活用した 

・年５回英語の NT による英会話を中心にした活動実施により

興味や関心を高められた。 

・近隣の地域施設活用、園外保育などを通して、地域に育つ子

供を育成する。 

Ａ 

学校関係者評価委員会の意見等 

・毎朝、楽しげに幼稚園委通う姿が見られます。幼稚園で習ったことを復習のように頑張って

いる姿が時々見られます。成長はすごいです。 

・少人数の良さで、他園ではみられないような密な指導ができていると思う。 

・学校自己評価を肯定的に評価として記入しました。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

自己
評価 

改善策 自己評価について 

生

活

指

導

等 

園は、幼児の問題行動の予防や

解決に組織的に取り組んでいる

か。 
Ａ 

・保育記録を残すとともに、幼児の育ちや経験内容を画像で保

護者に提示する機会もつくり、成長過程における課題につい

て保護者への相談や報告を緊密に行い方針の共有を図った。 

・幼児の成長の機会であることを認識し、個別かつ最善の支援

を通して自分の力で解決していく経験をさせてきた。 

Ａ 

園は、幼児が基本的な生活習慣

を身に付け、望ましい人間関係を

つくるための心の教育を行って

いるか。 

Ａ 

・幼保小中一貫教育で使用している生活リズムカードを活用

し、年間３回実態把握と評価を行う。評価結果を基に不足し

ている習慣を補う取り組みを行い、基本的生活習慣の定着を

図る。 

・少人数学級の利点を生かし、学級の中で、日々の幼児同士の

関わりを通じて相手を思いやる行動や友達との適切な関わ

り方を指導してきた。 

・毎日読み聞かせを行い、想像の世界、興味や関心を高め

る、知識・情報を広げる、道徳性や規範意識を高めるなど

絵本の世界を共有する時間を通し、情緒の安定を図った。 

   

 

 

 

 

Ａ 
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園は、幼児の安全を確保するた

めの取組を行っているか。 
Ｂ 

・毎月の安全点検に加え、幼児の登降園前後に毎日、保育室の

点検を行い、園内でのけがや事故の予防を行ってきた。 

・職員間で遊具の使い方について共通理解と専門業者による

定期点検を行い、幼児が安全に利用できるようにした。 

・安全教育プログラムを活用した研修会を年間を通して行い

全教職員の意識を高める。 

Ｂ 

園は、幼児や保護者からの意

見や要望を把握し、保育活動の

点検や改善に役立てているか。 
Ａ 

・登園時や保護者会などのほか、日常的に保護者とのコミュニ

ケーションを図る機会を確保する。職員間での要望の共有、

検討、改善策の策定を行い、幼児や保護者が求める保育と園

が提供する保育の整合性がとれるようにしてきた。 

Ａ 

学校関係者評価委員会の意見等 ・曳舟小と併設しているので、小学生とはどのようなものかが感じ取れてとても良いと思う。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

自己
評価 

改善策 自己評価について 

幼

稚

園

の

管

理

運

営 

園は、管理職の経営方針に基づ

いた、組織的な教育活動・園運営

を行っているか。 
Ｂ 

・自己申告を活用して職員と経営方針の共有を図り、具現化の

ための具体的な目標を設定させた。 

・会計年度任用職員（支援指導員や介助補助員等の非常勤職

員）と年間１回以上の面談を実施して職務内容の確認を行

い、非常勤職員を含めた全職員による共通理解を図った。 

Ｂ 

園は、幼児の実態に合わせた具

体的な目標の設定及び評価を行

っているか。 
Ａ 

・「げんきにやさしくすすんで」を合言葉に、幼児の実態に合

わせた活動内容を設定し、達成する満足感を味わえるように

した。 

・短期的な評価及び年度末幼稚園評価を行い、成果や課題を振

り返る。改善策を策定し、教育活動に反映させてきた。 

Ａ 

園には、適切な教育活動が行え

る環境・設備等が整えられている

か。 
Ａ 

・毎月、職員による安全点検を行い、園内で改善可能なことと

業者依頼の必要性について区との連携を図り、迅速に着手

し、解決につなげた。 

・施設・設備の定期点検と整備を行い、規模が大きいものは区

教委との連携を図る。 

Ａ 

学校関係者評価委員会の意見等 特にありませんでした 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

自己
評価 

改善策 自己評価について 

家

庭 

・

地

域

連

携 

園は、教育方針や日常の教育活

動の様子などを分かりやすく伝

えているか。 
Ａ 

・園だよりや学級だよりを月一回発行し、園の予定や保育内容

を周知する。降園時に、一日の保育の様子を保護者に伝える

他、ミニ面談を順番に行ったり画像や動画等で活動の様子を

伝えたりする。ホームページの充実を図り、週１回以上更新

できるよう努め、保護者からは 100％の評価をいただいた。 

・保護者の会と連携し、写真や原稿の提供など協力し合う。 

Ａ 

園は、保護者や地域の理解や協

力を得て教育活動を進めている

か。 
Ａ 

・保護者の会との連携を密に行い、保護者アンケートでは

100％の肯定的な評価をいただいた。少人数保育においては

保護者との連携が教育力向上に多大な効果を得られた。新た

な視点で工夫しながら、今後は地域の力をお借りして様々な

親子行事や地域参加型の行事を計画していく。 

Ａ 

幼保小中一貫教育の充実 Ｂ 

・併設園の良さを生かし、曳舟小学校との直接的な交流活動を

行い、小学校への滑らかな接続につなげてきた。 

・保育園の保育参観や小学校の授業参観を行い、相互の指導方

法や内容を理解し、滑らかな接続につながるよう保育計画を

立てる。 

Ｂ 

学校関係者評価委員会の意見等 

・直接していないので、分からない。 

・幼保小中以外は、保護者アンケートからも高評価されている。 

・閉園を控えた幼稚園教育活動、ご苦労様でした。この評価表ではない、曳舟幼稚園の評価表

が適したものであると思う。 
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 ２ 令和４年度学校評価のまとめ 

全体としては、概ね高評価を得ている。閉園前ではあるが、少人数の利点を生かし、幼児の経験や活

動の工夫を行うなど、教育内容の充実が図られている。感染症対策を講じながら、参観参加活動を行

う、ホームページや画像提示などを通して教育内容の発信を行う、併設小学校との間接的な交流を重

ねるなど、良さを生かした工夫改善が図られており、保護者アンケートからも評価を得られている。 

 地域との交流を生かすことや公開保育の機会を増やすことにより、園の取組に対する理解を広げる

ことにつながる。 

 

以上の通り報告いたします。 

 

 

墨田区立 曳舟幼稚園 園 長  吉 岡 大 司 公印 

 

 

 


